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えびの

地震予察調査速報

(その五)

2.地蟹の概纂

えびの地驚は何の舖ぶれもなしに本震

が突然起こったというものではない.す匁

わち昭和遂牌2月n目03時!6分から鹿児

島･熊本両県境に接する富崎県えびの町真幸

地区ではドｰンという低音の地鳴りを伴っ

た有感地驚がδ間にわ肥って起こり住民に

かなりの不安を与党だが表互紀琢されてい

るようにこの地震はユ鋼･五蝸と次篤に

納まっ花.ところが婁月肌帥8時過分

ほとんど九州全体にわたる有感地震が起こり

阿蘇･佐賀･福岡では驚度王都城1鹿児爵

･熊本1大分では震度皿営跨1延岡では震

度皿また人曹および震源地と冒されるえ

びの町真幸地区では震度Vが観測され真幸

地区では遣騰の地割れ1ブ濠ック塀の倒壊

扱とかなり夢)被害が発生し花(図1-1).
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吏びの町糞譲地区⑳鎚嬢鰯鮒愈至岬から豆蝸嚢でほ東大地麗観測所望工目

以降1凄鐙傭本部の響犠鴬め鰯1鮒はる

麗凋鳥餓方録象台霧島火山翻藁噺の総圃数は緊急嬢測は鳶概数を示す

鑑蝿縞地方筑象台霧島観測所の地鰻諦剛警薬ほ5害⑪0⑪借京鮒駅塞での距離

享嚢約鴻脇である

鴬臓鋤方鼠穣台の地鰻言十の伊寧は1⑪0鰭京町駅襲での距離は約60k凪である

鴬鱗簸芳録象台の地鰹働数は最大全振傲エ鷲㎜以上⑳風数を添す

(えびの地鰹に関す鳶観要19館)

その後驚度夏～亙程度の余震が続き同帥0時4δ分

本震と思われる強い地霧が起こった.この地震はえび

の地震と命名され真幸地区では震度班と判定された.

そのため真幸地区およびその南西に接する鹿児島県曹

松町では家星の倒壊を含む多くの被害が発生した吉

この本震の際の人体に感じた範囲は本州1四国はもお

よび人吉では霧度V宮崎1延岡1阿久根･枕崎では

震度w都城1漁津1鹿児島嗣熊本1雲仙揺1佐賀1大

ゆっくり減ってきていた(表1).

しかし2蝸犯時19分えびの町真幸地区

で震度V人吉で震度W阿久根･鹿児島･

枕崎1熊本で震度皿都城･宮崎･延岡･雲

仙岳で震度∬また長崎1佐賀･福岡･大

分で震度至と観測された地震が起こり(図1

-3)えびの･吉松両町では前2回の地

震で弱っていた家屋や地盤に再三の打撃を

加えた｡この地震はえぴの地震の余震とさ

れているか余震としては強いものであった.

一この地震の後にも余震があり荏かでも25

恥7麟49分えびの町真幸地区で震度w人

吉で震度皿また宮崎1鹿児島･牛深1熊

本で震度工と判定されたもの(図1-4)は

震源付近の住民に新た放不安を与えた.

その後もえびの町真幸地区では2月末まで

の間に震度夏～皿程度の地震か数回観測さ

れた､多少の変動はあるが大きな傾筒と

しては地震の回数は次第に減っている状況

である(表工図2).しかし地震は今後

も準年程度は続きその間はは震度皿～w程

度のものもある蕉ろうといわれている｡え

びの地震については気象庁潟よび東京大学

地震研究所を中心として観測が続けられて

い肋ミ結果が公表される塞てばは狂おか

な算の員数を翼するといわれている｡幸い

宮崎地方気象台･富崎県災害対策本部･富崎

県防災気象連絡協議会の3者共著として｢え

びの地震に関する概要｣と題する小椰子が出

版されておりこれによって免びの地震に

関するある程度の情報が得られる､以上に

述べたえびの地震の経過付図および付表も

おもにこの小搬子によるものである｡これ

ははえびの地震の前驚本驚および余震に

関する宮崎および延岡における観測結果も与党られてい

る.表2一五～3がそれである｡ζれぽよれ陸前

震本震および余震を通じて初動の方向はおよそ一致

している岳凄淀本震の震央はえびの町付近深さは

0k皿および地震の規模は㌢グニチ狐一ド(M)6,止判

定されている.この場合の深さO妊㎜というのは震源

が濃いということと理解すべきものである｡

前震唖本震1余震&続いている一連の克びの地震のく

わしい震源については東京大学地震研究所を中心とし

て､観測岨解析か進められている｡同所赫えびの町役場

真幸支所の敷地内に設置されたザ史びの地震総合観測班J

に掲示したとごるによれぱ今回の灘発地震は図3に

示された昭和36年4月の地震とほぼ同じ地域に発生し�
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ていると推定される.ただし今回の地震を群発地震

とすることには異論もある.

3.地震による地表変動の概要(図遂参照)

えびの地震による地表変動と松代地震ぽよるものと

を比べて見てます気づくことは前書には後者で注

目された地下の動きを反映したと考えられる規則的な地

割れがまったくら見れ狂いことである.地割れとして

報告されたものは

王)道路虹で書紀もの

婁)郁､地すべりの上にできたもの

3)山くずれ1崖くずれに伴ってで書だもの

4)沖積低地の水田にでき花もの

に分けられる.
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表裏一1

えびの地霞の宮崎および倒馴こおける観測繕熟その三勲臓)

時分秒

21買

08時δi分5エ秒

08時51分57秒

(えびの地震に関する灘要1968)

(麦びの地震に関する概襲1968)

���譲ト3えびの地嬢の宮臓および延剛こおける観測結果���

官署省�麗度�発麓�期微動時間�1初動方向ヨ��

��時分秒��不��最大全振幅

富騎�婁�鳩目����

��夏9時1船18秒�0.07秒�十�EES�ユ900μ

延岡�2�王9時19分23秒�O.13秒�一�SW�600μ

宮崎�1�25目����

��17時49倉51秒�O.09秒�十�E�500μ

��1���≡�

(克びの銚鰯ζ関する概要エ9箇)

1)遠路にで書恕毛の

この地方の道路は切通Lの部分を除けば.舗装され

た国道郁地の主要道路1未舗装の小遣の別なく盛土

の上に造成慈れたものが多い･大きく見ると地割れ

㌻

;8ご一㈱1･､

的一

'直i棚1

�

�

珊十1

コ1…1

2月21H理H'23日1

図2瓦

洲{i搬聾i洲…

びの地澱

`'竈.鯛齪

的,経

菅凄洲1.目

溺

はすべて道路あ延長方向にできている,また道路の

真中より路肩に寄ったところにできたものが多い.

とくに舗装遺路の舗装された部分とその両側の舗装さ

れてい征い部分との聞にできたものが多い.要するに

これらの地割れは強い地震動によって当然できるべ

きところにできたもgである,

2)古い'処すべりの上にできたもの

この種のものでは京町南方約2kmの池牟礼部落に

見られるものが顕著である.ここにはシラスの上に

でき恋かなり大きな古い地すデりカミあり今回の地震に

よってこの処すぺりそのものが多少動きその前面の

弧に単行した地割れカミ多くできた.ただし道路の地

割れのように大きくぱっくり口を開けたものはない.

また地すべりと地山の接するとζろにはかなり大き荘

地割れができている.

3)山くずれ宙農くずれに繰ってできたもの

これは山くずれ･崖くずれの背面にできたもので

その一部と考えてもさしっかえ吐い.

4)沖積低地の水囲にで害た毛の

この種のものでは京町南西の水田にできたものカ頓

著で噴砂を伴っている岸国鉄道床の盛土に近いとこ

ろにできたものは道床とおよそ直角および平行に走っ

ておりとくに前者が顕著である.この方向性につい

ては盛土の方胸に支配されたところが大きいように思

われる.

鰯婁聯鰯寧の麦びの麟翻毯嬢の簸瀦分砺図

鑑沼和畿寧の群発地麓⑳麓擦の位置

○昭和腿牟婁肩の新燃衝噴火の際発生し

た地麗の麗瀦城

(東京大挙地鰯研究所資料)�
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表3

えびの･吉松両町の被害総括表

項目

医分

えびの町

吉松町

11人的被害

1)死者

2)負傷者

3)婁災横帯数

違)蔓災曹数

32人

3,217世帯

12,681人

2人

9人

工誼鰯伐帯

蟻吾§鑓人

妻.薦築物綾害

1)住家

金壊

半壊

一蔀損壊

計

2)非儀家

412戸

675戸

2,130戸

3,217戸

928棟

鑓戸

246戸

1,407戸

ユ,鎚8戸

783横

3､交通被害

i)道路

2)橋梁

90出所

9カ所

錫カ所

6カ所

㌣

注夏)焚濫擦霧滅鉄道関係を除い夜もの蜜示す

勇)えびの剛ま髪凋2蝸魏狸また書撚剛ま慧潟2寝第麓で絵巻

図4麦びの艶麗の災害激整地域

えびの地震は伴う地表褒動の柱かでもっとも目立った

ものは山くずれ｡崖くずれである.とくに員立つの

はシラス台地の急斜面にできた地震型の山くずれで�
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團5京町温泉付近の地質断面概念図

変動の大部分は盛土の上に築かれた道床に見られほ

とんど無傷の切り通しの部分と著しい対照をなしている.

そのほか今次の地震による鉄道関係の被害のうち地

表変動ぽ関係が深いものとしては遣沫1腿遺の亀裂や

橋脚の通り狂いなどがあるがいずれもあまり大きなも

のでたい.

されているように上位より次の

よう匁層序によって構成されている.

麗序基底の深度

111/襲灰警綱砂鮒

凝灰質細砂が一時的に軟弱地盤化し

期の長い振動が

られる.その上

が少なく屋根の重い構造で

しやすい上1ζ不安定たものであるから

した今回の地震によって

皿一不整合}一

決穣層(泥質火山灰･砂質火山灰

･機質凝灰二号)およそ300m

一一不整合…一

着い安{岩類および火山砕属岩類

このような層序から見るとこの

沖積低地には東京の下町や新潟

平野に見られる泥質層からなる軟弱

地盤はない.しかし先に述べた

ように水を含んだ凝灰質細砂の流

動に起因する噴砂現象が起きている

のであるから強い地震動によって

振幅が大きく周

この沖積低地にも起こったものと考え

家星の多くは床･天井が高く壁

このような振動には共振

震度wにも達

大き在被害を受けたのは当然

明らかに防

いち幕く畿薗蜜れた現地対篤本部おぷぴ総合観測瑳の議蕨

(えびの町役場真幸支所構内)

獺働五瞳望(漉牟ネは算)中央の山が飯盛I幻で

その北麓とされている

えぴの地簸の策源は�
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書い地すべ蔓の艦酬は㌣穴飾鰯の剛こてき花盛宴ぷ簑(書蜂軌)

臓紗ζ灸⑫夏)艦翻狐溶斜…うも約黛

蔵褒して鍬遺か遼鶯ている

写輿の率節を地割叙の方陶1ζ隠1蜜

艦長殿途の蟻く棚毛(下瀦)巌くず奴の淀め地跳轟嬬燭し

に段途雌織物がのり刊唱酬はく裏)か慈

シ管渓の､ヒ

臓砂(肴幻婁)噴火孔状蟻孔あ池シ嘗勅糠慈繊し仙嶋

演附濃凝繭⑳シ芳渓禽地潟ぷぴ憾{並駿.隊

響輿お端の怒閥湯拙くず飢のとくにひ肋灼恕とこる

沫暦とイ邑し恕療鎮至㊧音苛簸亀沫う鐘鍾葦薙髪(瑛鰍…濫嬢)

磁鑑し怒電機み泳遺鎌麗と搬鱗(東欧艦凝)�



繊絞駿途の鰹業批ζ鶴鰯)

方胸は小じ斜筒悠愁淘慶を愁顯て滋撚一部波夢りてい

る例もあった秘ζれは地翻はる振動の方陶をある

程度反映したものかも細れ狂い.

低位段湿の段遼嬢樽滋シ陸ζ葛の家麗の被害で芝く慰

太蓬淋り花のは鐙くずれ絶ぶる愁ので麓くずれ鍬､

綴じょ悠転落杉てし蜜ゆ恕家屋も少なくない岨蜜花転

落紀嚢ら狂い蜜でも傾いて使いもの終扱らなくな欄で

し護りた象麗も多い拮段丘上の乎姐繭の家屋も段猛

鑑熔逓いもの憾婆犬慧な被害を愛け花､むがじ曹

松鮒麓湾は段猛巌か島網幾離れ淀あζるず溶お葛崖

く城虹の影饗淡繁惚稔く籍免蟻れ滅泌芯る⑱鎌麗愁

大慈溶搬蜜を受獄でお簑地麓そのものは燕町綴凝熔

劣蔭ず浸の村逓湾も大翻め把ζ坐壷贈希じている辛

繁花シヲ祭台地潟災ぴ低位段猛の急崖⑳下縫藩蕃象屋

には山くずれ曲崖くずれの影響で土台をのせている

地面が前方は動いたために煩いてし裏つたものが少匁

く匁い曲

以並の巖くず勅1山くずれの影響め淡きいお屍蝪鵬

象鐙樽被審熔愁援動影⑯もの熔淡る部分淋贈滋篇は

ず芯澄翻婁繭脅を醐確熔匿別するζあは集際閥懸曇

篶で溶淡なか鰯難で勅蕎､おも彪れ火閥誰じ愁嬢

に臨んだ屍晴しのよいとζろや急斜薗を背ぽしたおこ

ろ紀象を嬢てたがるものであるかこの地方ではそれ

は禁物である｡ブ源ツク塀1ブ獺ツク積みの下鰯ザ

ブ鴬災翁建築や石積みの部分秘大き溶被審を受は花慧

をも免び⑳地麗の被審随ついて簿滋萄芯&の五勾鷲踏

る､宥積みをζは鉄骨亜銭筋は災顯で紅滋㌢帖湾齢鳶秘

ら港れ秘大慧な被霧蜜愛は施のは娑簑鮒の慧塗恕も

シ浪叡肋叱ブ潔裟次嬢澄物⑳爽曹な被割副讃

も篶擦難的な巫漆湯辿轡槻仰耽詮篶花婆潟慾蔭くほ

墾ん濠被審を劉拡が顯花養蒐鋤協も酬捗い､繁

際熔被審を愛は潅鐘澄物縫効次蒐葛畿標溝以派溶秘

'ら怒鉄筋秘《り抑渇鰯は濠怒鮒坊恐拒潔泣ト

1磁鳶ブ燃ツ炎網亙の擦瀞淡蔭不莞金滋愁繍婆秘櫛

だこの庶ぽっいて関係じだ土嬢薬背は犬いに反

省し復興に脇力しなげれば恕るまい.

遺雛

惑繍怒鑑繊でじ蜜撒然

影の悩⑳鑓造物⑳被害おじて員並つものは橋梁潟変

び墓地の被害である山被害を受け花大きな橋梁の五例

について屍ると上下動ぽよって飛ぴ上った上部構造が

落葛遺踏(嬢土)の詮り訓夕部分繕擦じ淀下部構遺は

めり忽ん鷲い訟襲稔簸孫の多くは倒舵恋篶謹吻花

添籍瀞湯甥地隠讃炉沈涛熔はその爽部鋼戴鑓で随蜜

れ勲沈施め倒黄沈塾宥を利周じ淀地震学約な調壷を

栽る慧壕は頂誉溶がり恕｡

兜績述浅愁地震変動は薩葛紀被審熔通沸るものであ

訟その夢ち漸節熔ぶれなか鵡潅愁のぽ山くずれ

1崖くず湖籔葛遺路1耕地⑱埋没潟漠ぴ林地⑳崩壌

秘あ叡後脅は樹木の蕗慈&ζる湾趨竺⑪花出薫栽舵

1崖くず杓悉⑳愁ので澄鳶｡繭瀞⑳怒ゆ塁愁顕鞍滋例

は免び⑳町真拳匿幣蘭の崖くず棚載るもので遺踏

1耕地が電柱もるとも埋没密れてし裳った,

泓復灘に殺並つ地下欝臓

通商産薬衡工薬技術院所属の試験研究機関ぽ泰職する

並揚か濠藷曹は菟猷の地麗の綴欝地の復興終役か)

地下鞍源絃萄いでも矛察調盤を緑溶り稔｡ζの庶か

蟹滋閲養椛篭愁のは澄凝潟淡び炭酸然深欝源恋務る.

蒐びの地麗で鎧く縫犬蓄抵被害を愛ゆ稔莞ぴ⑱跡纂薬

区抽よびそれぽ擦する書松剛こある温壊は地質学的に

見ると五)洪積層を母層とするものおよび2)古い安

山岩類抽よび火山襟腐砦類を母層とするものに分けら

れ訊図警繋照)屯

寮鮒艦凝⑳1舞くは笈)縫属衣る｡機積層は免びの町

姉狐藤陵蜜熊心畿衣る蕊⑱地労⑳氷漆型労渓鉱床を腿胎

栽篇地煽懇愁瀦り湖成綴鐵蛎れている苗京町激療紀

潟いでは洪穣鰯鞭墓騰は沸積低地の讃繭下300猟前後

⑳塗慧蟻縫踏り澄凝壷膝胎篶符渇のはその串1下

部⑮砂礫鰯懇滋叡稔杉芯艦線弗⑳太部分は禽噴す

駐凝質憾箪純凝で圏形物総鐙は総籔悉300～§◎0

囎准濠懇踏り沫欝州海濁⑳援島滋鎌⑳悉れ漢りも沙溶

い串凝質些篶で特謁泌溶はれば稼ぢ瀞湖は陽イオン

陰イオン弗解離成分潟よぴガス成分で多いのかそれ

ぞれNがHCOゴH雪Si03およぴC02であることくら�
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表4温泉分析表(京町温泉

糠鍛編

機鰯

箏たけ滋漉ξ圭)鵜

･壱I騎ヨ温鍛長島温泉)

鍛綴(Φc)

溺繊鑑(婁/分)

分析締災礒

鰍鵬類1鰍鋤纐

磯繊.蓬

婁工⑬雛｡遵

銘.夏婁｡豆

纂賞?.鑓

顧瀦駒総鐙(搬叙蟻)

騒イ泳

菰鼠吟

Na中

么�

�㈫

�㈫

祭壌蹄

測紬

滅簸鮒

×(鰍嚢泌憲)

(勿リ夢義イ瀞ン)

(ナトリウム

(アンモニウム

(カルシウム

(蝉ダ率シウム

(フ楓照

(アノレミ濃ウム

ζ呼ンガン

嬢イ攻ン

猟｡ゴ(三重右薦駿

NOガ(硝酸

Cl･(塩素

Br(臭素

I一(沃度

s◎垂竈…(臓酸

Hc()聾帖(ヒ荘潮炭酸

｡o竈襲咄(巌酸

賞PO雀襲前(虹ド潟燐酸

H竃岨(水流

澄Oダ(棚酸

HSi03一(定ド1コ蓑酸

OH･(水酸

A50ガ(メタ亜融酸

H2POべ(ジヒドロ燐酸

(燃襲/茎鰯)

イ球ン)

嚢,至簑餐

至泌.§

呈,226

�㈱　

鴉至｡7

工駆,遂

3.鎚1

隻.695

�椵　

搬｡磯至

75⑰､⑪43

���

王29.030

3⑪.鴉至

⑪｡9王6

2⑪｡轟螂

7工3.7427.025

0.α酌

���

隻,44竈423.6?婁

婁,重891,512.⑪3i

工.680

§｡374⑪｡ゑ5至

���

�㈱�

���

���

葬解離滅紛

篇里SiO塾(メ身蟻酸)

独尼02(メ夢鰯酸)

HA502(メ多頭脳酸)

(mg/㎏)

45.66省.夏40

ユ1王.5◎､ユ13

エ.搬

ガス成分(卿霧/kg)

CO,(炭酸ガス)

H里S(硫化水素)

221.1873.46釜

｡.oo⑪?

呼学絞

雛繊弱

鰍｡簿

鋤｡餐

鑓.嚢｡雛

㌢.婁

逆鱗

⑩.脇髪

361螂

���

���

6.9銘

0.]5⑪

4.鵡?

0.ユ00

10.㎝

���

ユ97.790

���

��㈰

㈲���

0,9エO

1幻瀦綴燦

機織鰯

郷｡釜

燃

嚢至｡呈｡瓢

嚢｡驚

鍬纂

豆.鮒玉

5㌘｡竃鰯

亙.6⑪⑪

2,85蟹

���

◎｡02c

o,蜘轟

1.24⑰

亘5.嚢⑪2

?8.⑪娩

㈮��

���

㌮��

鯛2,搬

ユ慧｡遂餓

搬総鐙

機織綴

鍬｡轟

鋸

鎌巾エ｡銚

?害餐

総王

至,劔3

��㈶

0.09⑪

���

�㈶�

�〴　

�㌹�

㈮��

10.㎜

20.刎0

王滋.螂

���　

狐,蔓顯

羅撚葺葦1

撚織鰯

燃｡3

滋｡慧.至嚢

竃｡嚢

壌鰍

婁｡蹴

���

���

���

�㌳�

§､夏嚢｡

簑｡ユ51

⑪,620

8.◎o濤

ユ4,403

至⑪道.506

���

��〰　

滋,嚢冴

嚢､鑓§

犠一党綴凝

雛繊綴

鰯､§

畿山㌢

銚山王｡総

餐｡義

雛餐

夏｡鰯

4量.39唇

0.工29

���

婁.至85

��　

0.醐

3､?02

夏夢｡δo◎

鋤,鎚?

王燃.銚聾

���

1脈.婁10

銚.鰯

竈.3鑓

援鵜緩療

磯幾鰯繊

㈱｡簑

夏｡6鮒

雛､磐.鰯

餐｡雛

鑓菖,慧

嚢｡簑簿釜

149､δ

���

3｡銅5

���

⑪,304

�㈴�

0､㎝

㈹��

2.O跳

㌴㈮�

重2,788

簑.§η

至｡劔至

｡.獺至

夏｡雛工

�〰�

磁.鑓

至玉.鯛

濠夏)坤花…ナ艦⑳も紗縁鰯荘繰欝⑳粉餅幾喜慧ぷ慈

婁)援高濃簸顯も例嚢圃綴鎌繰饗め分概謝ζぷるごの紡新潮副嚢熊記され仙唯い秘

淡榊熔ぷ欄叉夢ブト壷秘は怒艦奮の怒釣彩驚鱗鑑…嚢蝸至麦/分ぞ亀る

葛)繊獄患泌⑳綴殺鑑輿鶏糞蕨繰轡⑳澱祭雌敦鳶

｡｡狐2

いである｡康濃はお変そ遂O～SO鵯であるが基底は

近いとこるから操敢密れているもの湖夕ばつレ深屍葛坐

搬C前後であ蕃､漢稔少鐙のG職蜜雑費蔓鋤童あ

る措真薬区棚氷流の相馬温豪喝鞍煮湯婆際絶渕篤し淀

をこるはぷれば嚇孫氷施は抽畿ぞO.O顯6すなわち

以エ8.3で1ある｡

こ柵嚢婁勢鉾のものである湧出最は30馬力の=･ンプいツ

表4の中学校1山元温泉1淡路屋1黒松花･観光温泉

の5温熱は1)に属する温泉の代表的なものである｡

これらの媒質と同表の録高温銀のそれとを比べて屍る

とこれら至)に属する温泉の性質がはりきりするヰ

この比較の結果は次のようぽ要約される白�
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む葵メ)な金嬢

至)解離成分(陽イオンおよび陰イオン)の合計は長島温

泉の方が工)に属する温泉のおよそ3倍あるが陽イオ

ンおよび陰イオンではいずれもそれぞれNa+およ

びHC03･が多い.

ii)N03一は1)に属する温泉には少量なカ妻ら共通に

含叢れているが長島温泉にはまったくない,

三i三)非解離成分のH昆S至O署は1)虹属する温泉の方が長

島温泉よリ絶対量においてもまた相対量において

もはるか紀多い.

云暫)ガス成分のC02は農高温泉には皆無で海るが1)

に属する温泉には鐙的な変化は大きいが共通的に含

まれている.

以上に列挙したことおよび

長島温泉が火{にまっ

図6京町温泉

L｣J脇

の原泉位置図

家鑑(京町激泉)

たく関係がない典型的な超深層地下水があることから

!)に属する温泉が被圧地下水(深層地下水あるいは超

深層地下永)の加熱されたものであり基盤の盲い安山

岩類の割れ目を通してCO塞祖との火山性物質が少量付

加されたものであることは明らかである｡すなわち

この種の温泉は井戸そのものの崩壊さえなければ地

震による水盤の垣久的在変化はあり得ない.この地方

の温泉井の多くは竹あるいは亜鉛鉄板仕上げであり

地震により澗渇あるいは減少したといわれる少数の温熱

井については井戸そのものぽ故障を生むたとしか考え

られない.嘆た水量カミ減少し象温が低下し恕とい

うことで検査を依頼された相馬温泉についてほ実地

調査の結果水量･泉温とも地震前に復していること

が半I』明した｡

ただしえびの地震でとく紀大きな被害を受けた京町

温泉については復興ぽ当って現状の無計画に配置さ

れた小孔径井でよいとは考克られない(図6),この温

泉のあり方が上に述べたようなものである以上地温勾

配の大きい艶麗を確かめ水収支･熱収支を考えた上で

っっかい糠でやりと笈免られた興象(蕊町温無)左側の全壊家屋はすでに

とり壊されている�
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廟簸苛餓のブ潰拶妻造負め溌隷(窟町濃燕)

灘根亙の駿讃(東郷艦銀)糠ゆ簡倣ゆ妓軸嚇鈴熾切奮をく幸こ

蔭れでな潟

ひ婆く帯

隊形を蜜繊恕く並め鮎'嚢剛こ破壊されわj･農隻糠(麓)

低位毅屋の端通く1こ

建てら

飢

鐙いも剛こならず

傾い淀鎌鑑と麗継(幣禺)

恕鎌鐙

と蔓嬢し塗袴り毅築家屋(原資婁

の糊惨状(鶴顛)詐

っぶ机た象慶(幣困)�
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度の湯を含む吉田温泉は盲くからCO婁徴候地とし

て知られているがCO星そのものの計量は行なわれなか

ったようである出現在吉田温泉で稼動している温泉井

は慧本(亀の湯驚漆鹿の湯王堆)ある淋弗厨の構造

上計鐙で蜜施⑳は鹿の湯の新発滋獄懇務蟻花苗忍の澄

鍛弗は深騰曇獅藪イ淡労盤汐鷺仕炎は芯蟹薩縞ふそ

醐滅概｡o嚢を微山篶で濁り誠浮氷跳は潟漢慾夏古㌢

護流氷船は搬｡餐総懇踏る岳蔓の蛾双鐙は慧⑳地

心がなり規模の｡軌湿繋蜜趨慧淡傷る慧詮登添裁愁⑳

である苗をの第五歩としては同種の井戸を五〇本はか

り掘り日産工垂500～2,000ms程度の規模から始めて見

ることであるが初めからその員的でやったならば群

馬繰下の上籍索然撚第(株)⑳原帝丞揚の弗簿⑳ぷ夢記

簿藤§皇⑪o腕§樫塵の愁⑱を鰯聾幾で器慧澄愁滋恋秘ち

夢澄ばか胴灘晩柳災踏る簿､液愁し勢療⑳深魔

も慧◎o～3co鰍程度1&は溶繍鴻鏑ね溶い､遊舘⑱鋤

は将ライァイ災1溝凍飲料撤鋤功湾稼薫船舶⑳保

安噌鋳物丞薬坊醐鵡需要繭湯欄は標準状態鰯五繍

悠換箆ずる&遂蝸以並もじ概鴻⑳懇話篇｡彰滋み

ば｡艶の鍛商の値段で愁漂溝状態概登搬幾堕劉3

蘭憾過ぎ恋い苗

一方どり扱いに困るのは固型物総鐙のきわめて多

であろう.

6､今後行なうべ音調査･研究

松代地麗の揚含と同様に克びの地震に倣双も科

学技術庁園並防災科学技術恕ン次一あ花りを中心変し

て岡廠の特別研究調整欝樽ぶる総合駒溶調鐙1研究謁瀞

爾1案滋慈れ蕃怒の詮潮待杉郁鴻が慧の地簾隠闘麓

篶で今後符滋簑戎慧調養1研究の夢葛地質調養所の繁

務熔関係燃深箏泌⑳を列蟻すれば次⑳籔夢縫溶惑愁⑳

と思われる曲

{)錐讃欝動篤闘す蕃鯛麓毒研鏡

予察調鐙熔紬江定性的に調査し愁蕎艦の地表装動終

湾い疋鑓鐙的1墓掘り下げ花調査･概鏑蜜符稼雪隠か

水準､犠⑫改測螢狩な搬懇地割妻砿崖お溶惚で直擦肉

眼熔誘克瀞漉幾変動蜜憲量的に絶擢篶各種の地讃褒

動ひいては地震その愁のの実体形朗隠療する帯

婁)錐幾繊欝は闘衣義鰯麓1綴窺

ζの地方の地表地質ぬついては多くの研究か公表塗

れている淡彩寮渓を含滋大凶砕贋物に関する研究は

蜜怒凄怒不中分でとく終シ茅琢を地平の洪積層⑳関

係については根本的に検討し直す必要がある.�
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編灘の深郷鱗鐙繍妙㍊)愁災鶴構鐙(滅酬鐙鎌灘外)

鰯遺蟻踏醐ζ湾繋繍幾翻総(菰鰍騒鎌)

効果的であるかも知れ粗い.

つ恋がりの究明および

水収支に璽点をおいた調査

1研究を実施する｡

警)錐添蝿質熔鱗賛篭鰯麓畦研繁

閑δ紐は地下の洪積層か潜い鈎五蛤類轄漢ぴ火舳

砂層砦類の上に水平は簸抵ゆ孤泌をして概念的縫示

されている串しかしこの洪積層の堆積盆地が単な

るくぼみなのか断層角鏡地板のかあるいは愈ルデ

茅の一部なのか悠ついては錫種衡熔湖効め榊滋い､

拳いζ⑳地労熔は物理糠層茄可能溶夢数の濃凝雑戸

然淘篭鰯須班数鰯標準試験瀞を掘り重カ探餐精査潟

漢び数測線棚電気探憲踏叡雌屈折法地震擦養を集滋吹

篇濠以砿顯で蔓の問題紀終泣符を資顯こ肋淡慧漢

資｡嚢施一連の免びの地嬢の震源は飯盛山の北麓か

ら斌町温療ぽがはての深約｡廠以内の涼い裟慧あは

あるとレ蜘勅ているので驚源域⑳地質を異体的絶知り

得る護淀患ない機会湾滋る｡それ暖は最近⑳物理糠綴

技術を駆使じ花筑辮胸の講測態熔璽､隷を柳沈深緑試錐

を案滋篶受れ終箆ねで深部電気探査を実施するの淋

効果的である夢直蜜地場合祀よっては磁気探査が

餐)錐鑑繊蟹熔麟球

審鰯鐙韓綴窺

紳積低地艶嫌心樽地盤

⑫振動特性を明蹴舵す篇

花め常勝振動の瀬1j定登行

禄夢憾栃水を含杉愁凝灰

質繍砂淡振動燃淡りで流動状態終な拶澄揚禽の議動終彩

管深愁研究沸惑目

葛)立派飽質熔関宵鶏鰯蟹理研繁

シラスの粒度分布および振動を与えた場合のシラスの

餓綴㌫災孫鐙蔓潔樽禦絞繊孫妖匿鰯嚢(鋪澗)

慶艦灘釣磨鑑悠波蕃総泳(欝秘鮒)�
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9)地鳴りに関する調窟苗鍬競

松代地震の場合ほど大きくは溶い淋克びの地霧も

有感地震には地鳴りを伴うものが多かっ危昔奉い録

音があれば音響学的な分析を行抵ゆで婆の衣う溶機

構であゆ)ように鈍い低音が出るのがを研究す篇のも

無意瞭柾ことではないであろう｡

榔)霧島火山帯に関する総合鮒鰯簸輯綴繋

昭和3遂隼の霧島新燃屠の爆発閥第奴の囚泳嵐部爵の

倒れ恕鑑煮(桃ケ鐙)

新暦噴火さらに最近の桜島の連続爆発など霧島山

湾帖ト漁ラ列島護で伸びている霧島火山帯の活動がこ

のおζる清講である｡誇のあζる今回の一連のえび

の地霧&火山滑動との関係は漢っだくないのでは扱いか

批巧屍方淋狩カのようでおるが怒と夷克び⑳地震一

淋漢り淀く構造性のもの恐あるという忍を秘確憲杉怒と

杉でも地震誼趨蕊した汲率ルギｰの蓄積が行匁われた

⑳淡霧島人閑鵜の一部である濠詮ばは褒蝪拡いので

瀦繍泌霧島火出瀞畿いわれ符渇も剛ζついて構

率ね協繊餓鉾胃潰等⑳勲ギ製の鎌翻11験勢済で渓ゲｰ2榊狩

讃愁滋ポひ喝

遺賭の地割扱(洩牟礼)磁光で遺戒慈れた滋鵜で地割棚謹鍾袋方矧こ

遼慣仰喝

相馬渡象辞筑瀞ま｡膣岳で鉦篭ガ汲鋤重工黛幾り◎｡?婁拙塞で勅鳶秘

これでも白象消費には間に合う

棚責綴の総⑳綴療諦祥地嚢萎紬怒め貯鵜糟と積との閥赫棚はじ護岱淀

秘湯脳鋤凌姻.至4分いはそ§翻増となり嚢淀嬢瀦鰯婁鶯｡から

鰍軸釧慧災鎌汐獲

書賜糠療魔ノ鵜の濃燦井戸す慈漢じい氣泡1玄｡o豊である王濱当り

およそ儘｡eOO円相撃のCO望がこの井戸から赦凶されている�
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造地質学的たらぴに地球物理学的見地から総合的調査

･研究を実施する必要があろう硅

7.むすび

先に述べたように今回の一連のえぴの地震を群発地

震とすることには異論もあるカミ本文でふれた昭和36年

の地震以前にも大正2年に同じような地震があり震'

源はこの60余年の閥ほとんど動いでい扱いとされて

いる｡ということになると本震が起こりたエ蝸前の

2月11目にかなりの地震があった際今後強い地震があ

るかも知れないという瞥皆ぐらいは欲しかった&いう地

元毘の声もあなカ§ち地震予報の現状についての無釦か

らとばかりい東ないであるう,この際直ち紀観測網が

敷かれ万一の場合を呼びかけておいたなら水1食糧

の用意や家屋の補強なども行なわれて被害を最少限度

に食い止めることはできたろう.人心の動揺を避ける

ための配慮も必要だが｢災害予報はいくらきびしくて

もきぴしすぎることはないJということがえびの地震

が与えた最大の教訓で訟る(3月1目付面目本所闘)か

更)知れ恋い｡

このような次第でいささか後の祭りの感が粗いでも

ないがこの際えびの地震およびその震源蛾1被災地

域ヴ)実態を最新の技術1学問を駆使して徹底的に究

明し今後の大地震に備えることかわれわれに課せら

れた当面の課題であろう､しかも被災地の復興は工

目の遅延も許され扱いのであるから以上の調査･研究

はできるだけ早期に計画1実施されなければならな

い.すでぽ述べたように幸いえぴの地震の被災地

には復興に役立つ地下資源もあるのだから地震防災

という狭い視野に捕われ佳い総合的な調査･研究が1

国も単く計画1実施窓れることを著者は心から願って

いる岳

付記

えびの地震の本震カミ起こってから34目目に当る3月25

賞00時5蔓分九州全域から申團西部ばかけて地震があリ

とくに繭九州の富騰1鹿児島1熊本の3県では驚度皿

(軽驚)狂いし麗度V(強震)あるいはW(烈霧)の

かなり大書匁地震か観測された.3月2舶付の輔貫新

聞で伝克られた穐岡管区気象台の発表によれば福岡市

では同貝00時59分20秒から10秒間の地震が観測巻れ震

源地はえびの南東篶脈倣凄た驚源の深さは1⑪廠以

内の非常紀浅い地震あいうことである｡同紙で報道さ

れた各地の震度は克びの=VあるいはW曹松醐V

人曹鴛w(申驚)宮騎1鹿児島1熊本1牛深1阿久根

1都城1枕崎1雲仙鴛孤(弱震)阿蘇鴛皿福岡1下

関1大分鴛至(微震)である.前の地震から質もなお

浅くえびの1吉松両町では弱った家屋や補強途上の

家屋が相当数あ1)かつシラス台地や低位段丘では

崩壊寸前のところも少なくないので震度相応以上の被

害秘出花のではないかと心配される.この地震は規

模としては凄月2蝸08時過分の前震程度のものであろ

うが今後もこの程度の地震は一応あるものと思わ植

ければなら放い折から3月婁閑各分野の専門象を網

羅した技術調査団の派遣が決定されたことは喜ばしい.

(撃者は燃料部看滴課)

地下の科学シリｰズ禍

水質嬢質調査入門

理学鱒上水野篤行著

粒度分析はどのようにおこなえぱよいか?璽鉱物の分離

法は?微比肩の分離法は?粘土鉱物の分離1処理法は㌘

化学分析法は?水質分析法は?これらについての解答は

それぞれの専門妻をその都度さがしださなければ得られなか

った.それを一概の本ですますごとかで慈たならという

大方の要望にこ施免るものが本警であ㌫前半は野外に

おける試料採取法と水質分析にあてら扱後半は堆穰物の実

験室における諸処理法にぺ一ジカ§惹かれている.標題が示

すように入門書的に解説されてはいるが各項賢ことほ詳細

な方法とともに必要な計算表1計算園類1関係資料が鵜載さ

段刑地下の科学シリｰズ

黎明期の回本地質学

軽量骨材欝源

物理探蛮(再版)

れている.著者自身が述べているように本繋にもりご畿

れている項印こついては実際の調査研究の際1叱れ一粉が塗

ればだいたい間にあう皇手軽な文字涌リの｢ハンドブックJ

であり蓼締紀有踊で海るう由塞襲鐵次は次の&瀦篶

至績じめ虹災難鉾鰯養の鮒顧澄難1騰

狐今般駒鰯簸双繰氷お探氷熔弾獺腱

双潔瀦&採掘終雑多測定観察棚氷獺処襲

楓底質⑳拠襲棚盤物の拠簸付録

瀞欝駿塑水質底質調養入間

瀦衡潔矛イ黒柱(蔑寮灘鐙鶏感雑濁叙綱一姫遂)

災讐豆｡く総)鑓㌘一蹴銘

籍貌丸欝糠武姦杜

鑓禰棚同

属淡のばなし

瀞須恕倣射線

地熱鶏鷺

以止鑓禰費姦轟籔円�


